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1
9
5
3
年
春
、
私
は
東
京

神
学
大
学
を
卒
業
し
、
秋
に
は
辻

宣
道
（
当
時
焼
津
教
会
牧
師
）
と

結
婚
し
、
そ
の
翌
年
、
静
岡
草
深

教
会
に
就
任
し
ま
し
た
。
彼
の
著

作「
教
会
生
活
の
処
方
箋
」に
書
い

て
あ
る
よ
う
に
悪
戦
苦
闘
の
中
に

も
祝
さ
れ
て
、
40
年
目
に
は
、
よ

り
大
き
な
新
会
堂
建
築
へ
と
導
か

れ
ま
し
た
。
し
か
し
建
築
中
、
夫

は
顎
下
腺
癌
に
な
り
召
天
し
、
そ

の
あ
と
私
が
主
任
牧
師
と
し
て
大

任
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

長
老
会
を
は
じ
め
教
会
員
の
支
え

を
得
て
、
7
年
間
伝
道
牧
会
に
専

念
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

夫
は
な
く
な
る
前
に
「
70
歳
で

静
岡
草
深
教
会
を
離
れ
な
さ
い
。

そ
し
て
隠
退
を
し
な
さ
い
」。
私

は
遺
言
ど
お
り
2
0
0
1
年
3
月

で
静
岡
を
離
れ
隠
退
し
ま
し
た
。

思
え
ば
一
つ
の
教
会
に
47
年
間
、

伝
道
牧
会
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
の

で
き
た
恵
み
は
特
別
な
も
の
で
し

た
。
貴
重
な
宝
で
し
た
。

　

隠
退
先
は
、
夫
が
亡
く
な
る
年

に
購
入
し
て
く
れ
た
千
葉
市
稲
毛

駅
の
近
く
の
集
合
住
宅
で
す
。
す

で
に
次
女
の
家
族
が
そ
の
一
階
に

住
ん
で
お
り
、
そ
の
二
階
に
住
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
近
く

に
、長
女
の
夫
・
山
中
正
雄
師
（
日

本
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
教
団
）
が
40
年

前
に
開
拓
伝
道
し
た
千
葉
キ
リ
ス

ト
教
会
も
あ
り
、
二
人
の
娘
た
ち

家
族
と
共
に
私
は
教
会
生
活
を
は

じ
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

隠
退
後
の
20
年
は
全
国
教
会
婦

人
会
連
合
及
び
諸
教
会
の
集
会
に

招
か
れ
多
忙
な
日
々
で
し
た
。
し

か
し
思
い
が
け
な
い
出
逢
い
が
あ

り
、
旅
行
好
き
な
私
に
と
っ
て
は

恵
み
の
日
々
で
し
た
。

　

93
歳
に
な
り
ま
し
て
も
、
山
中

正
雄
師
は
精
神
科
医
で
も
あ
る
の

で
出
張
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の

留
守
中
の
祈
祷
会
の
聖
書
研
究
、

聖
日
礼
拝
説
教
を
担
当
し
て
お
り

ま
す
。
教
団
が
違
い
ま
し
て
も
、

静
岡
草
深
教
会
と
全
く
同
じ
形
式

の
礼
拝
、
祈
祷
会
で
す
。
違
和
感

が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
伝
道
40
年

を
迎
え
、
63
名
の
教
会
員
と
共
に

10
月
に
感
謝
礼
拝
を
捧
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
C
S
、

礼
拝
、
祈
祷
会
は
中
断
す
る
こ
と

な
く
、
私
は
C
S
説
教
と
礼
拝
奏

楽
を
二
ヶ
月
に
一
回
担
当
し
て
い

ま
す
。
近
く
に
住
む
4
歳
と
2
歳

の
曾
孫
も
C
S
に
参
加
し
て
い
る

こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
す
。

　

毎
月
第
4
月
曜
日
は
西
早
稲
田

の
キ
リ
ス
ト
教
会
館
で
「
継
続
的

聖
典
と
し
て
の
聖
書
の
学
び
」、

第
4
火
曜
日
は
千
葉
支
区
の
「
自

主
聖
書
を
共
に
学
ぶ
会
」（
西
千
葉

教
会
）
に
出
席
し
て
い
ま
す
。
著

し
く
能
力
の
減
退
は
否
め
ま
せ
ん

が
、
残
さ
れ
た
力
を
大
切
に
し
て

主
の
恵
み
に
お
応
え
し
た
い
と
感

謝
の
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

恵
み
の
中
を

　
　

辻
　

哲

子
辻　 哲 子　 先 生
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思
え
ば
年
金
局
の
お
働
き
の
お
陰

で
思
い
煩
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
主
の
言
葉
と
次
女
の
家
族
と

頂
く
夕
食
が
健
脚
の
源
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

大
花
野
恵
み
の
中
を
明
日
が
見
え

（
つ
じ　

て
つ
こ
）

　

私
は
1
9
3
0
年
に
神
戸
の

須
磨
で
生
ま
れ
、
さ
み
ど
り
幼
稚

園
に
通
っ
て
初
め
て
キ
リ
ス
ト
教

に
出
会
い
ま
し
た
。
園
長
は
熊
本

出
身
の
福
永
ツ
ギ
先
生
で
、
後
に

西
南
学
院
に
招
か
れ
て
福
岡
に
移

住
さ
れ
、
私
は
東
京
に
移
り
ま
し

た
が
、
先
生
と
の
関
係
は
生
涯
続

い
て
お
世
話
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ

助
け
て
頂
き
ま
し
た
。

　

1
9
3
9
年
に
私
は
東
京
・

江
戸
川
区
に
移
住
。
亀
戸
教
会
で

鈴
木
正
久
牧
師
に
出
会
い
ま
し

た
。
小
学
校
を
卒
業
し
て
聖
学
院

中
学
校
に
入
学
。
そ
し
て
3
月
10

日
に
東
京
大
空
襲
。
教
会
は
き
れ

い
な
更
地
に
な
っ
て
お
り
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
基
礎
が
暖
か
か
っ
た

の
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
鈴
木
牧

師
の
後
を
継
い
だ
伊
藤
牧
師
は
戦

死
。
婦
人
伝
道
師
と
神
学
生
は
空

襲
で
亡
く
な
り
、
私
の
通
う
亀
戸

教
会
は
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
鈴
木
牧
師
を
追
っ
て

西
片
町
教
会
に
通
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。
全
て
が
な
く
な
っ
た
亀
戸

教
会
の
こ
と
を
考
え
て
牧
師
に
な

る
決
心
を
し
て
東
京
神
学
大
学
に

通
い
ま
し
た
。

　

1
9
5
6
年
に
神
学
校
を
修

了
し
て
長
野
県
町
教
会
に
赴
任
し

ま
し
た
。
鈴
木
牧
師
は
私
が
頼
り

な
い
の
で
、
知
人
に
無
理
に
頼
ん

で
、
副
牧
師
と
し
て
2
年
間
県
町

教
会
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

長
野
に
赴
任
し
た
ら
、
夏
休
み

に
東
海
6
県
の
幼
稚
園
教
師
研
修

会
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
私
は
県

の
係
長
と
一
緒
に
準
備
し
、
終
わ

り
ま
で
仕
事
を
し
ま
し
た
。
そ
し

て
教
会
の
幼
稚
園
教
師
が
研
究
発

表
を
す
る
の
で
、
相
談
を
受
け
指

導
助
言
を
し
ま
し
た
。
神
学
生
の

時
に
、
青
山
学
院
で
心
理
学
や
教

育
学
を
受
講
し
た
の
が
役
立
ち
ま

し
た
。
教
会
で
は
信
州
大
学
の
学

生
や
教
師
と
楽
し
く
勉
強
出
来
た

こ
と
は
、
徳
島
の
生
活
の
た
め
に

と
て
も
役
立
ち
ま
し
た
。

　

1
9
5
8
年
か
ら
2
年
間
、阿

波
池
田
教
会
に
滞
在
。
建
物
は
小

さ
な
旅
館
で
、
暖
か
い
家
庭
的
な

教
会
で
、
乳
幼
児
の
世
話
が
充
分

に
出
来
た
事
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

1
9
6
0
年
に
徳
島
北
教
会
に

変
わ
り
、
近
く
の
少
年
鑑
別
所
へ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
通
い
、
児
童
養

護
施
設
園
長
か
ら
始
ま
り
、
保
育

専
門
短
大
の
授
業
、
家
庭
裁
判
所

の
調
停
な
ど
忙
し
く
過
ご
し
ま
し

た
。
県
か
ら
障
害
者
施
設
を
頼
ま

れ
ま
し
た
が
そ
れ
は
断
り
小
郡
教

会
に
、
更
に
1
9
9
3
年
に
呉
山

主
に
助
け
ら
れ

　  

導
か
れ
た
人
生

　
　
　
佐
藤
　
孝
義

手
教
会
に
就
任
。
丁
度
呉
市
内
の

教
会
が
祈
り
募
金
し
て
老
人
施
設

を
始
め
た
の
で
そ
の
経
営
責
任
者

に
な
り
、
予
定
よ
り
永
く
呉
に
、

最
後
は
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
住
宅

に
住
み
ま
し
た
。
呉
の
生
活
は
と

て
も
明
る
く
便
利
で
楽
し
か
っ
た

で
す
。　　
　
（
さ
と
う　

た
か
よ
し
）

佐藤　孝義　先生



— 3 —— 3 —

　

２
０
２
３
年
７
月
21
日
㈮
に
、

２
０
２
２
年
４
月
以
降
に
当
運
動

の「
推
進
員
」に
な
ら
れ
た
方
を
対

象
に
し
た
新
任
推
進
員
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
運
動
初
め
て

の
推
進
員
研
修
会
で
あ
り
、対
面
・

Z
o
o
m
併
用
で
、
推
進
員
９
名
、

事
務
局
３
名
、
計
12
名
の
参
加
を

得
て
、
当
運
動
の
沿
革
・
役
割
、

担
い
手
な
ど
に
つ
い
て
学
び
と
協

議
を
行
い
ま
し
た
。　
　
（
事
務
局
）

　

研
修
会
の
実
り
に
感
謝

東
京
教
区（
千
葉
支
区
）
推
進
員

山
角
　
正
子

　

灼
熱
の
太
陽
が
照
り
つ
け
る
午

後
、
若
者
で
に
ぎ
わ
う
早
稲
田
の

街
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
な
が

ら
、
日
本
キ
リ
ス
ト
会
館
へ
と
向

か
い
ま
し
た
。「
隠
退
教
師
を
支

え
る
運
動
新
任
推
進
員
研
修
会
」

に
出
席
す
る
た
め
で
す
。

　

私
は
、
2
0
2
3
年
2
月
に
東

京
教
区
千
葉
支
区
の
推
進
員
に
就

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

際
前
任
の
方
の
丁
寧
な
引
継
ぎ
と

事
務
局
か
ら
も
資
料
を
お
届
け
い

た
だ
き
、
こ
の
運
動
の
歴
史
や
精

神
・
現
状
等
の
概
要
を
知
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
が
、
未
消
化
の
事

が
多
く
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

活
動
す
る
か
と
い
う
不
安
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
研
修
会
開
催
は
あ

り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。

　

開
会
礼
拝
で
読
み
上
げ
ら
れ
た

『
イ
ザ
ヤ
書
46
章
3
～
4
節
』が
、

「
隠
退
教
師
を
支
え
る
運
動
」を
導

く
大
切
な
み
言
葉
と
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。　
　

　

そ
の
後
、
鈴
木
秀
信
委
員
長
が

運
動
の
歴
史
や
役
割
、現
状
、具
体

的
な
働
き
等
に
つ
い
て
、詳
し
く

説
明
下
さ
い
ま
し
た
。
全
国
の
推

進
員
の
方
々
の
お
顔
を
拝
見
し
、

意
見
を
伺
い
、
一
体
感
を
感
じ
ら

れ
た
の
も
嬉
し
い
事
で
し
た
。

　

尊
い
運
動
に
用
い
て
い
た
だ
け

る
幸
い
に
感
謝
し
、
祈
り
つ
つ
運

動
を
進
め
た
い
と
願
い
ま
す
。

（
や
ま
ず
み  

ま
さ
こ
／
新
津
田
沼
教
会
）

　
新
任
推
進
員
研
修
会
に
参
加
し
て

西
東
京
教
区 

推
進
員

　

福
田
　
栄
一

　

２
０
２
３
年
７
月
21
日
に「
隠

退
教
師
を
支
え
る
運
動
」新
任
推

進
員
の
研
修
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
何
も
分
か
ら
な
か
っ
た
私
が

推
進
員
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
事
を

感
謝
し
ま
す
。
1
0
0
円
献
金
が

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
始
め
ら
れ
た

の
か
等
、
2
時
間
に
亘
り
説
明
を

受
け
、
推
進
員
の
一
員
と
し
て
新

た
に
奉
仕
し
て
い
く
気
持
ち
が
湧

い
て
来
ま
し
た
。

　

隠
退
後
の
教
師
の
事
を
考
え
る

と
、
安
定
し
て
支
給
出
来
る
よ
う

盤
石
な
土
台
を
築
い
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

山 角　 正 子 さ ん

　

西
東
京
教
区
選
出
の
八
王
子
教

会
の
中
嶌
兄
と
打
合
せ
を
し
、
①

各
教
会
の
１
０
０
円
献
金
に
対
し

て
の
現
状
を
把
握
し
て
い
た
だ

く
。
②
実
施
し
て
い
る
教
会
に

１
０
０
円
献
金
の
担
当
者
を
置
い

て
い
た
だ
き
、
定
期
的
に（
6
ヶ

月
に
一
回
位
）担
当
者
会
議
を
開

く
。
③
教
会
・
伝
道
所
の
57
％
し

か
実
施
し
て
い
な
い
為
、年
に
２
、

3
ヶ
所
の
教
会
に
出
向
い
て
教
職

に
協
力
を
お
願
い
す
る
。

　

マ
タ
イ
・
ル
カ
に
よ
る
福
音
書

に
「
求
め
な
さ
い
、
そ
う
す
れ
ば

与
え
ら
れ
る
」
と
あ
り
ま
す
。
天

の
父
は
求
め
る
者
に
は
聖
霊
を
与

え
て
導
い
て
下
さ
り
、
そ
の
導
き

に
よ
っ
て
１
０
０
円
献
金
の
輪
が

拡
大
し
、
充
実
す
る
事
を
心
よ
り

祈
り
願
い
ま
す
。

（
ふ
く
だ　

え
い
い
ち
／
狛
江
教
会
）

福 田　 栄 一 さ ん

「
隠
退
教
師
を
支
え
る
運
動
」

 

初
の
新
任
推
進
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た 
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業 務 室 よ り

連絡先・年金振込先の変更は、できる
限り早めに、書状、Fax、e-mail の何れ
かで、年金局までお知らせください。

― 年金を受けている方へ ―
年金給付のお知らせ

10 月の定例給付のご案内をします。

送 金 内 容	 2023 年度第2 期分給付
(2023 年7・8・9 月分)

送 金 日	 2023 年 10 月 10 日 ( 火 )
期日に、ご指定の金融機関に入金されて
いない場合は、ご連絡ください。

次 回 送 金	 2023 年 12 月 8 日 ( 金 )

日 本 基 督 教 団  年 金 局
〒 169-0051   東京都新宿区西早稲田 2-3-18

Tel:03(3202)2080 ／ Fax:03(3202)2081
mail:nenkin@uccj.org

「隠退教師を支える運動」推進委員会
〒 169-0051   東京都新宿区西早稲田 2-3-18

Tel:03(3232)8005 ／ Fax:03(3202)2081
mail:sasae100@uccj.org

☆ 2023 年版「受給者名簿」を同封いたし
ます。正確を期したつもりですが、誤り
がありましたらお知らせください。この
名簿は受給者の交わりに役立つように作
成しているものです。それ以外の目的に
はご利用なさいませんよう、扱いにはく
れぐれもご留意ください。破棄される際
にシュレッダー等の処理が難しい方は年
金局にお送りください。

	 住所欄の□は、2022 年度の現況届で住所
等の記載を望まないと意思表示された方
です。今年度 4 月以降に受給者となられ
た方は、原則、そのまま記載させていた
だきました。

　名簿の送付が不要と申し出られた方には
同封しておりませんので、お入り用の際
にはご連絡ください。

☆ 7 月 10 日の定例給付日には、退職年金 1
億 752 万円を 711 名の受給者にお送りい
たしました。

☆ 6 月 29 日 ( 木 ) 〜 30 日 ( 金 ) 第 42 総会
期第 2 回年金局理事会を開催いたしまし

た。出席者は 27 名 ( 内、オンライン 1 名 )。
理事、支区代表の交替も多く、対面での
集まりの喜びを実感いたしました。

　今回は三菱ＵＦＪ信託銀行に委託した「第
7 回教団年金財政検証」の結果について、
制度検討諮問委員会顧問・位田周平氏よ
り約 2 時間にわたる講義を受けました。
①財政検証の枠組みが確立されている　
②今回はより実態に近い前提条件での計
算であったため、より現実的な結果となっ
た　③積立状態は安定的に推移している
との評価がなされ、今後の展望としては、
積立不足の償却（謝恩日献金等への期待 )
と年金掛金の増加（加入者の増加、中断
者の減少）などがあげられました。

☆本号では、93 歳になられた辻哲子先生
と佐藤孝義先生に、これまでの歩みや
近況をお書きいただきました。原稿の
お願いのために何人かの先生方とお電
話をして、お元気なお声を聞くことが
でき、お二人には快く引き受けていた
だけました。感謝です。

☆年々、夏の暑さが厳しくなり、大気の不
安定により各地を襲う自然災害が後を絶
ちません。被害を受けた方々には心から
お見舞い申し上げます。

　また 4 年ぶりの制限のない夏を迎え、コ
ロナ以前の状況に戻りつつあると言われ
ています。しかし、実態は感染者は増え、
医療機関のひっ迫も増加しているようで
す。引き続きくれぐれもご自愛くださり、
みなさまの上に主の平安がありますよ
う、ご健康が支えられますよう、心から
お祈りいたしております。　

（村山めぐみ）


